
 
平成 19年 10月 22日 

  各 位 
東京都文京区本郷二丁目 38番 18号 
株 式 会 社 カ イ ノ ス                 

                             代表取締役社長  中 村 利 通 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード：4556） 

                     問い合せ先 
                              責任役職者 専務取締役管理本部長 
                                氏   名    徳 永 孔 志 

ＴＥＬ （0 3）3 8 1 6 - 4 1 2 3                
      

 
シスメックス株式会社と化学発光酵素免疫測定試薬の 

共同開発に関する契約を締結 
 
株式会社カイノス（本社：東京都文京区，代表取締役社長：中村利通）は，臨床検査の総合メーカーであ

るシスメックス株式会社（本社：神戸市，代表取締役社長：家次 恒）と，同社が開発した全自動免疫測定装

置HISCL-2000i専用の体外診断用医薬品の共同開発に関する契約を平成19年10月10日に締結しました。 
シスメックス株式会社は，血球計数検査分野で世界第1位のリーディングカンパニーとして，さらに「機

器・試薬・検査情報システム」をすべて自社で保有するメーカーとしては世界で唯一の企業として高い評価

を得ています。 

 

当社は，この度の診断薬共同開発契約締結により，既に自社で保有している磁性微粒子を用いた免疫血清検

査装置Quartus ImmunoCubeの診断薬開発・製造で培った技術を活かし， HISCL-2000i専用試薬の迅速
な開発を進めます。具体的な項目として，がんの早期発見，早期治療に有用な腫瘍マーカーの開発から着手

し、検査項目のラインナップ拡充を推進してまいります。また両社が協力して販売していく方向での検討を

開始いたしました。 

がんは感染症や脳血管疾患などに代わり，1981年より日本人の死亡原因の1位です。一方で，患者数の増

加に比べ死亡者数はそれほど増えておらず，多くの人々ががんを克服し社会的に活躍されており，不治の病

でもありません。その上でも腫瘍マーカーは，早期発見，早期治療のための診断技術のひとつとして重要で

す。 

当社は，腫瘍マーカーを始めとした HISCL-2000i 専用試薬についてシスメックス社と共同開発し，医療へ
の貢献を目指してまいります。 

 今期の業績に与える影響はありません。なお、来期以降に与える影響につきましては、現在精査中で 
あり確定しだいお知らせいたします。 

 
[ 問合せ先 ] 

 株式会社カイノス 
      広報担当：小林 茂雄 
       TEL：03-3816-4123 FAX：03-3816-6550  EMAIL: kobayashi-s@kainos.co.jp  

 
 
【HISCL-2000iの概要】 
HISCL-2000i は、シスメックス株式会社が開発した全自動免疫測定装置です。免疫血清検査の測定技術の
一つである化学発光免疫測定技術を採用しており，2007年 10月の発売時点で世界最高水準の感度を誇りま
す。 
 



 
 
 
 
 
 
参 考 資 料 
 
シスメックス株式会社 （http://www.sysmex.co.jp/）： 

代表取締役社長：  家次  恒 
本社所在地 ： 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通 1丁目 5番 1号  
設 立： 昭和 43年（1968年）2月 20日 
資  本  金： 85億 138万 1,220円 （2007年 4月 1日現在） 
従  業  員：  1,748名 （2007年 4月 1日現在 ※嘱託・パートタイマーなどを含む） 
事 業 内 容：  臨床検査機器、検査用試薬、粒子分析機器ならびに関連ソフトウェアなどの開発・

製造・販売・輸出入 
主 要 顧 客： 国公立病院、一般病院、大学、研究所、その他医療機関 ほか 
 

 

株式会社カイノス （http://www.kainos.co.jp/）:  

代表取締役社長：  中村 利通 
本社所在地 ： 東京都文京区本郷ニ丁目 38番 18号 
設 立： 昭和50年（1975年）5月 

資  本  金： 8億 3141万円 3千円 
従  業  員：  147名  

事 業 内 容： 医薬品，臨床試薬，化学薬品，医療用理化学測定機器，医療用具等の開発・製造販

売および輸出入 
主 要 顧 客： 官公立病院，私立病院，検査センター，官公庁研究機関 ほか 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


